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トップメッセージ

AI音声認識アミボイスとAIパートナー

　チャットGPTなどの生成AIが拓く未来への期待に世の中が沸き立っています。これは、人の
発するAIに対するプロンプト（指令）により必要なものやことがAIから提供される未来への願
望に他なりません。未来のAIへのプロンプトがキーボードやタップではなく音声で行われ、音
声コミュニケーションが極めて重要になるイメージが湧くのも容易な時代になってまいりました。

　これは、「人とキカイとの自然なコミュニケーションを実現し、豊かな未来を創造する」ビジョ
ンのもとで日米における音声認識市場開拓に勤しんできた私たちの活動の大きな成果とも捉え
ることができます。
　私たちは自然発話に高精度で対応できる他社が真似られない音声認識技術の開発を起点と
して、目的分野ごとに特化し蓄積したデータによる音響モデルのアダプテーションと大規模言
語モデル（LLM）のトレーニング、さらには第2次AIの知識表現を取り入れたAI音声認識技
術の進化に加えて、第3次AIブームを引き起こしたディープラーニングをも取り込んだハイブ
リッド型のAI音声認識の技術を確立してきました。
　そして、音声認識を活用し顧客にとって必要なものをいかに生み出すのかを常に考え、それ
らを開発し提供してきたことにより音声認識のソフトウェアおよびクラウドサービス市場におけ
るシェアNo.1※1の地位を築いております。

　これから私たちは、これまで日本で先駆的に導入から展開を行ってきたAI音声認識「アミ
ボイス」を更に進化させ社会の必要に応えて行きたいと考えております。まずは、音声処理を
前提とした音声AIアプリ/サービスの導入※2と企業のオウンドメディアのメディア価値を向上さ
せるアプリ/サービスの導入※3、そしてそれらを駆使して日本の喫緊の課題であるデジタルトラ
ンスフォーメーション（DX）促進への貢献に挑戦し、人とAIとが共存し互いに優れた能力を
高め合うAISH※4の時代を連れてまいります。この革新的な旅に皆様もぜひご参加ください。

※1 出典：合同会社ecarlate「音声認識市場動向2024」音声認識ソフトウェア/クラウドサービス市場
※2 バーチャルエージェントのAIアバター AOI（AmiVoice Ontology Integrated）やコールセンター分野での自
動AI応答サービス・ISR（Interactive Speech Responder）Studioなどの音声AIとPCでのキーボードやマ
ウス操作、スマホでのフリック入力を声で代替することによる効率化と快適化を提供する“声キーボード®”
「AmiVoice VK」、“声マウス®”「AmiVoice VM」、“スピーチボード®”「AmiVoice SB」などの仕事の相棒・
AIパートナー。

※3 企業のウェブサイトに動画コンテンツなどを利用したオンライン商談獲得機能を付与できるUPV（User 
Preference Viewer）セールスアシストサービス。

※4 AISH（AI Super Humanization、アイッシュ）とは「AIが人を助け、また、人がAIを使って能力を高める。そして、
AIを超えた人の叡智などお互いの優れた点を融合し、人とAIとが共存すること。」

代表取締役会長兼社長

鈴木 清幸
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1997年 12月 音声認識ベンチャーとして、株式会社アドバンスト・メディアを東京都中央区に設立。
1998年 1月 Interactive Systems, Inc.社（米国）と日本語音声認識システムAmiVoiceの共同開発を開始し、同時に

AmiVoiceをベースとした音声認識市場の構築事業に着手。
2000年 ７月 本社を東京都豊島区東池袋三丁目１番１号に移転。
2001年 11月 開発委託先である関連会社Multimodal Technologies, Inc.社（米国）設立。Interactive Systems, 

Inc.社をMBOによりMultimodal Technologies, Inc.社に吸収。
2002年 3月 通信をベースとした分散型音声認識AmiVoice DSR（Distributed Speech Recognition）を発表。
2004年 3月 医療向け電子カルテアプリケーション「AmiVoice Ex（Hospital/Clinic）」をリリース。
2005年 6月 東京証券取引所マザーズ市場に上場。
2006年 10月 国際的な起業家表彰制度「アントレプレナー・オブ・ザ・イヤー」の日本代表に代表取締役の鈴木 清幸が選ばれる。
2008年 2月 本社を東京都豊島区東池袋三丁目１番４号に移転。
 9月 タイ王国に子会社のAMIVOICE THAI CO., LTD.を設立。
 10月 「音声入力メール」における音声認識技術が、独立行政法人情報処理推進機構（IPA）主催の「ソフトウェア・プロ

ダクト・オブ・ザ・イヤー®2008」を受賞。
2009年 5月 AmiVoice議事録作成支援システムが東京都議会の全常任委員会で導入。
 11月 コンタクトセンター向け音声認識ソリューション「AmiVoice Communication Suite」をリリース。
2011年 8月 医療向け音声入力システム「AmiVoice Ex7」をリリース。
 12月 iPhone向けアプリ「音声認識メールクラウド」がApp Storeの「トップ有料アプリケーション」でカテゴリ

1位を獲得。
2012年 11月 KDDI株式会社の声でスマートフォンを操作できるアプリ「おはなしアシスタント」にAmiVoiceを提供。
2013年 12月 ビジネス開発センター（大阪）を設立。
2014年 8月 株式会社速記センターつくばを完全子会社化。
2015年 9月 人工知能技術を活用したバーチャルオペレーターソリューション「AmiAgent」をリリース。
2017年 9月 建築工程管理のプラットフォームサービス「AmiVoice スーパーインスペクションプラットフォーム」をリリース。
2018年 7月 議事録作成支援サービス「ProVoXT」をリリース。
 10月 医療向けAI音声認識ワークシェアリングサービス「AmiVoice iNote」をリリース。
 12月 福岡営業所を開設。
2019年 9月 サンシャイン60に本社を移転。
 12月 音声認識APIを提供する開発者向けボイステックプラットフォーム「AmiVoice Cloud Platform」をリリース。
2020年 2月 名古屋営業所を開設。
 6月 AI音声認識文字起こし支援アプリケーション「AmiVoice ScribeAssist」をリリース。
 11月 会話解析ソリューション「AmiVoice SF-CMS」をリリース。
2021年 4月 茨城県取手市議会・取手市と「音声テック関連技術連携協定」を締結。
2022年 8月 メタバース空間上でお客様対応を自動化するAI音声対話アバター「AI Avatar AOI」を開発。
 10月 一般社団法人日本経済団体連合会（経団連）に入会。
 11月 医療、民間企業、官公庁、建設・不動産向けに“声キーボード”「AmiVoice VK」シリーズ、“声マウス”

「AmiVoice VM」シリーズをリリース。
2023年 6月 札幌営業所を開設。
 7月 誰もが簡単に始められるボイスボット（音声認識 IVR）のクラウドサービス「AmiVoice ISR Studio」を

正式リリース。
 9月 営業職向けクラウド型トレーニングプラットフォーム「AmiVoice Roleplay」をリリース。

AI音声認識文字起こし支援アプリケーション「AmiVoice ScribeAssist」に生成AIを活用したAI要約機能を
搭載。

 10月 生成AIと連携したAI音声対話アバター「AI Avatar AOI」をリリース。
建設業界に特化した人材サービスを展開する子会社、株式会社アミサポを設立。

 12月 開発者向けボイステックプラットフォーム「AmiVoice Cloud Platform」の音声認識API「AmiVoice API」に
ディープラーニング技術「Transformer」を実装。

2024年 1月 富士通 Japan 株式会社の病院向け音声ソリューション「HOPE LifeMark-Voice」に「AmiVoice SDK」
が搭載。



日本で築き上げてきたコンタクトセンターにおける音声認識ソリューションのノウハウを活かして、音声認識技術 AmiVoiceを用
いたリアルタイム音声認識機能や、録音通話の全文文字化機能を、タイ現地のコンタクトセンターに提供することにより、モニタ
リング効率の向上、顧客応対の改善を実現し、顧客満足度向上を促進してまいります。

AMIVOICE THAI CO., LTD.（タイ王国） 

株式会社速記センターつくばは、主に地方自治体の議事録作成・支援をしております。音声認識技術AmiVoiceと、これまで培っ
てきた書き起こしの技術を融合し、誰もが記録作成ができる環境を提供してまいります。また、その環境を活用し、リアルタイムで
の記録作成を目指します。

株式会社速記センターつくば 

人がAI技術により能力を高めるAISH（AI Super Humanizing）の実現を目指し、AIによって増幅した能力を持つ人材の育成・
提供をはじめとした建設業界向けサービスを展開。AI音声認識を活用したアプリケーションを使いこなし「仕上げ検査」や「配
筋検査」、議事録作成代行業務などを請け負う人材の提供を通して、建設現場の業務効率化に貢献します。

株式会社アミサポ

● 業務提携先 3M Health Information Systems, Inc.（米国） 

関連会社

［本社］
■JR・東京メトロ・西武池袋線・東武東上線「池袋」駅から徒歩8分
■東京メトロ有楽町線「東池袋」駅6・7番出口から徒歩7分

［大阪支社］
■大阪メトロ御堂筋線・四つ橋線・中央線「本町」駅から徒歩4分
■大阪メトロ四つ橋線「四ツ橋」駅から徒歩6分

株式会社アドバンスト・メディア

● 本社
〒170-6042　東京都豊島区東池袋3-1-1 サンシャイン60 42階
TEL：03-5958-1031（代表）　FAX：03-5958-1032
● 大阪支社
〒550-0012　大阪府大阪市西区立売堀1-3-11 ダイタイビル5階
TEL：06-6531-9651　FAX：06-6531-9652
● 札幌営業所
〒060-0042　北海道札幌市中央区大通西15-1-11 北日ビル第2大通4階405
TEL：011-616-1030　FAX：011-616-1031
● 名古屋営業所
〒461-0004　愛知県名古屋市東区葵1-25-1 ニッシンビル302
TEL：052-559-0087　FAX：052-559-0088
● 福岡営業所
〒812-0016　福岡県福岡市博多区博多駅南4-2-10 南近代ビル５階
TEL：092-433-5504　FAX：092-433-5506

https://www.advanced-media.co.jp/

1997年12月

69億3,031万円（18,392,724株）（2024年3月末現在）

東京証券取引所グロース市場（証券コード:3773）

連結253名（単体224名）（2024年3月末現在）

● 会　社　名 

● 所　在　地

● U    R    L

● 設　　　立

● 資　本　金

● 上場取引所

● 従 業 員 数

● 役　　　 員

● 事 業 内 容 ● 企業および企業内のユーザーや一般消費者へ AI 音声認識アミボイスをサービス利用の形で提供する「サービス事業」
● AI 音声認識アミボイスを組み込んだアプリケーション商品をライセンス販売する「プロダクト事業」
● AI 音声認識アミボイスを組み込んだ音声認識ソリューションの企画・設計・開発を行う「ソリューション事業」

代表取締役会長兼社長 鈴木 清幸
専務取締役 立松 克己
取締役 大柳 伸也
取締役 近藤 　裕
取締役 枝連 俊弘
社外取締役（監査等委員） 岸田 至康
社外取締役（監査等委員） 松室 哲生
社外取締役（監査等委員） 佐藤 香代
社外取締役（監査等委員） 張﨑 悦子
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